
【県・東北の輪番】 下線原則変更

県大会主管

健全育成

主管県

進路対策

主管県

調査広報

主管県

村山Ｂ

最　北

置　賜

庄　内

村山Ａ

村山Ｂ

下線原則変更

県
東
北

県
東
北

県
東
北

県
東
北

県
東
北

県
東
北

県
東
北

県
東
北

県
東
北

宮城 秋田

会長・副会長

委員会
委員長
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【県研修会担当校・各種発表等の輪番】
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①県高Ｐ連会長は山形市内全日７校の２年輪番とする。「山東→山北→山商→山南→山工→山西→山中央」　

②県大会担当は「庄内→最北→置賜→村山Ｂ」の輪番とする（村山Ａは委員会を担当しない）。

③副会長校が担当する東北委員会は主管県(東北地区)により割り当てる。
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③＜発表順＞ 東北発表◎「村山Ａ→村山Ｂ→最北→置賜→庄内」（東北大会開催年度に村山Ａは当てない）　

青森

◎
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①★県研修会担当校　○県研修会発表３校　◎東北大会発表校

②東北大会開催年度は県研修会を兼ねる。
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